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図1　札幌市における降下物中の137Cs
　　　及び90Srの経年変化
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図2　原乳（札幌市）及び日常食（札幌市）
　　　の137Cs（含134Cs）
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る目的で，北海道保健環境部食品衛生課の行政試験として
「輸入食品のCs－137（含Cs－134）調査」を実施した．平
成元年度に入手した輸入食品の放射性セシウム含有量なら
びに道内の自治体における放射能検査体制を報告した96）．
また，年度ごと及び平成元年度からの累積にわけて，食品
名，輸入国及びセシウム含有量区分（各ND，～1，1～
！0，10～50，50～100Bq／kg）を報告した97－105）．全480
試料について，食品群ごとの輸入国数，試料数，セシウム
含有量区分及びこの事故による寄与率等をとりまとめ
た106）．
2．北朝鮮による地下核爆発実験
　平成18年10月初旬に北朝鮮が地下核爆発実験を実施す
る可能性が高いとの情報を受け，内閣官房副長官を議長と
する放射能対策連絡会議が内閣に設置された．その構成員
である文部科学省科学技術・学術政策局長は環境放射能水
準調査を実施している都道府県及び勧日本分析センターに
対して委託実施計画書のモニタリング強化を指示した．こ
れを受けて，文部科学省科学技術・学術政策局防災環境対
策室から北海道保健福祉部健康推進課へ，同課から当所企
画総務部企画情報室長へ，同室長から健康科学部長を経て
担当者へとの連絡体制を直ちに整えた．また，相互の連絡
及び報告書には電子メールを利用することとした．
　「北朝鮮による地下核実験実施発表に伴う当面の対応措
置について」（平成18年10月9日放射能対策連絡会議代
表幹事会）及び「国外における原子力関係事象発生時の対
応について」（平成18年10月9日文部科学省科学技術・
学術政策局防災環境対策室）により，モニタリングの強化
が指示されるとともに，9日22時までに空間放射線量率
に関する異常値の有無に関する1回目の報告が求められた．
その後におけるモニタリング強化の内容は，モニタリング
ポストによる空間放射線量率及びGe半導体検出器を用い
た1日間の降下物の核種分析に係る測定値を10時までに
防災環境対策室に電子メールで報告することであった．
　空間放射線量率（nGy／h）は前日9時から当日9時まで
の上値，下値，平均値及び天候を記録した．
　緊急時におけるガンマ線スペクトロメトリーのための試
料前処理法107）に基づき，1日間の降下物は降水を定時に
採取する採水器を利用し，前日15時から当日15時までに
貯まった降水と受水面の洗浄水をあわせて採取し，ポリプ
ロピレン製のU8容器に詰めてGe半導体検出器を用いて
6時間（21，600秒）計測してガンマ線放出核種を測定し
た．また，降水量を記録した．
　10月24日に放射能対策連絡会議幹事会が開催されて，
空間放射線量率に異常値の検出はなく，降下物からも人工
放射性核種は検出されなかったことから，通常の体制に復
して異常値が検出された場合は速やかに連絡することにな
り，25日の報告分をもって非常時の調査は解除された．
当所の測定においても異常値は認められなかった．
　今回の非常時の調査では，連絡体制や電子メールでのや
りとりを事前に準備していたので，混乱もなく対応するこ
とができた．
VI．今後に向けて
　北海道の地理的な状況として，日本の最北端に位置して
おり，国土総面積の約5分半1を占める．わが国では，中
国大陸等から輸送された大気からの供給があるので，太平
洋側に面した地域よりも日本海側に面した地域において放
射性降下物量が多い．北海道でも同様な傾向が認められる．
さらに，平成7年から実施中の放射能調査87－89）から，釧
路・根室，渡島・檜山，オホーツク海沿岸，宗谷・留萌の
各地域における環境試料（土壌，牧草，原乳）の放射能レ
ベルが把握され，地域による特徴が明らかになりつつある．
　北海道は北半球におけるジェット気流の通過地点であり，
周囲を日本海・太平洋・オホーツク海に囲まれている．ま
た，北半球には多数の原子力発電所が営業運転しており，
事故の発生とその影響が危惧される．さらに，英国や仏国
の大型再処理施設及び青森県において稼働する再処理施設
から放射性希ガスが放出される．従って，北海道は上空あ
るいは日本海流・千島海流・親潮・黒潮等を経由した国内
外からの放射能汚染を監視する観測定点として好適な条件
を備えている．
　本調査は地道なデータの蓄積であるが，核爆発実験，原
子力施設事故，放射性廃棄物の投棄等の非常時における貴
重な資料となった．予測できない非常事態が発生した時に
速やかに対応するためには，今後とも：専門的な知識の習得
及び放射能分析確認調査事業等を通して培われる技術の向
上が図られるとともに，関係機関との連絡体制を構築して
おくことが重要である．
要 約
　北海道立衛生研究所が昭和32年（1957年）から50年
間に亘って実施してきた環境放射能調査について，関連す
一11一
る国内外の主なできごとならびに調査内容，調査対象，測
定法及び配備された機器の変遷をとりまとめた．また，本
調査を主体として得られた成果を概説するとともに分析結
果の信頼性を確認するために実施されているクロスチェッ
クについて述べた．さらに，非常時の事例としてチェルノ
ブイリ原子力発電所事故及び北朝鮮による地下核爆発実験
を取り上げて，その対応等について紹介した．
　50年間に亘る本調査の遂行にあたって，事務的な手続
き，調査の立案，調査地点の選定，試料の採取及び処理，
情報交換等にご協力いただいた多くの関係者に謝意を表し
ます．
　本調査は，青柳直樹，安藤芳明，市橋大山，井上勝弘，
奥井登代，小林　智，佐藤千鶴子，佐藤洋子，横山裕之の
各氏及び著者によって実施されたことを付記して稿を終え
る．
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